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町側から議案訂正請求

42億9,500万円を訂正
削減額は５億２,４６５万円

議案審議討論風景

岡
部
淳
一	

議
員

賛
成 

８

反
対　
３

当初掲示額

議
案
の
訂
正
請
求
に
つ
い
て

論
討

審
議
議
案

　
開
会
初
日
に
提
案
さ
れ
た
26
年
度
一
般
会
計
予
算
か
ら
公

民
館
改
修
工
事
費
及
び
、
町
民
第
１
体
育
館
改
築
に
伴
う
設

計
委
託
料
・
用
地
買
収
費
を
減
額
訂
正
し
た
い
と
、
町
側
か

ら
議
案
の
訂
正
請
求
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
町
の
一
年
間
の
予
算
で
あ
り
、
議

会
の
審
議
前
に
訂
正
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
前
に
十
分
な
協

議
を
す
る
べ
き
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

 

Q 

公
民
館
の
改
修
・
体
育

館
の
改
築
は
26
年
度
の
主
要

事
業
な
の
に
、
な
ぜ
減
額
訂

正
す
る
の
か
。

 

A 

両
事
業
と
も
に
、
よ
り

説
明
が
必
要
と
判
断
し
た
こ

と
か
ら
、
予
算
を
訂
正
す
る

も
の
で
す
。

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
、
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
副
町
長
の
選
任
の
ほ
か
16
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
し
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
企
業

立
地
助
成
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
公
民
館
改
修
工
事
費
・
体
育
館
改
築
関
連
予
算
の
併
せ
て
５
億
２
４
６
５
万
円

の
減
額
訂
正
請
求
が
町
側
よ
り
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
新
年
度
の
事
業
や
、
重
点
事
業
の
進
め
方
な
ど
10
問
に
論
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。

反
対

３ 月 定 例 会

採
決

可
決
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可決した26年度の予算額は

37億７,０４０万円
公民館改修・体育館改築関連予算を減額

全
員
賛
成

一 般 会 計

請
願
審
査

 

Q 

幼
稚
園
児
の
給
食
は
ど

こ
で
調
理
す
る
の
か
。

 

A 

子
ど
も
園
の
施
設
で
調

理
し
ま
す
。

 

Q 

工
事
の
繰
り
越
し
防
止

の
考
え
は
あ
る
の
か
。

 

A 

早
期
発
注
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金

支
給
条
例
の
改
正

　
26
年
度
当
初
予
算
は
、
議
案
の
訂
正
請
求
議
案
審
議
の
後　

減
額
さ
れ
た
予
算
案
を
原
案
と
し
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
第
３
子
か
ら
30
万
円
と
し
て
い
た
も
の
を
新
た

に
第
２
子
に
対
し
て
も
10
万
円
、
第
４
子
以
降
に
は
50
万
円

の
祝
金
を
支
給
す
る
た
め
の
改
正
。

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
適
用

 

Q 

幼
稚
園
児
の
給
食
は
ど

こ
で
調
理
す
る
の
か
。

 

A 

子
ど
も
園
の
施
設
で
調

理
し
ま
す
。

　
納
税
義
務
が
発
生
し
な
い
使
用
料
・
手
数
料
に
消
費
税

増
税
分
が
転
嫁
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
当
初
予
算
を
訂
正
す

る
な
ど
予
算
編
成
に
も
問
題
が
あ
る
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

福
島
県
内
き
の
こ
原
木
産
業
の
復
興
を
求
め
る
請
願

◎
提
出
者　
石
川
地
区
連
合		

議
長		

鈴
木　
茂
彰

●
紹
介
議
員　
高
木　
節
男

◎
提
出
者

　
福
島
県
き
の
こ
原
木
産
業
の
未
来
を
考
え
る
会

代
表		

阿
部　
茂
幸

●
紹
介
議
員　
岡
部　
淳
一

　
生
活
環
境
の
整
備
や
子
育
て
支
援
関
係
予
算
も
充
実
し
、

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
予
算
内
容
と
な
っ
て
お
り
賛

成
し
ま
す
。

採
決

採
択

採
択

可
決

岡
部
淳
一	

議
員

佐
川
勇
司	
議
員

反
対

賛
成

賛
成 
10

反
対　
１

採
決

可
決

論
討 審

議
議
案

審
議
議
案



ふるどの議会だより　第127号
平成26年４月21日発行 4

企業立地促進条例に基づく助成金の予算化に反対

補正予算を否決

25
年
度一般
会
計
第
４
次
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
５
４
万
２
千
円
を
減
額
し
予

算
総
額
を
39
億
７
１
７
３
万
３
千
円
と
す
る
補
正
予
算
。
町

民
第
１
体
育
館
改
築
に
伴
う
調
査
設
計
委
託
料
６
０
０
０
万

円
の
減
額
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
追
加
割
り
当
て

４
５
０
０
万
円
の
他
、
企
業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
操
業

助
成
金
１
６
１
７
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

 

Q 

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ

て
い
た
操
業
助
成
金
の
支
出

は
ど
う
い
う
状
況
か
。

 

A 

現
在
支
出
に
向
け
手
続

き
中
で
あ
り
、
確
認
出
来
次

第
執
行
す
る
予
定
で
す
。

 

Q 

当
初
に
計
上
さ
れ
た
予

算
執
行
を
、
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

 

A 

年
度
内
執
行
を
前
提
と

し
て
い
る
が
計
画
内
容
に
よ

り
出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
支
出
予
定
先
の
企
業
に
対
し
て
は
、
廃
校
跡
地
対
策
支
援

と
し
て
低
価
格
で
の
譲
渡
・
進
入
路
の
改
良
・
固
定
資
産
税

の
５
年
間
の
減
免
の
ほ
か
、
県
か
ら
の
支
援
も
受
け
て
お
り

操
業
助
成
金
相
当
分
に
つ
い
て
は
す
で
に
支
援
は
受
け
て
い

る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
反
対
し
ま
す
。

副
町
長
に
選
任
さ
れ
た

　
濱は
ま
津つ　
篤あ

つ
しさ
ん

学
歴

　
東
北
大
学

経
歴

　
福
島
県
市
町
村
行
政
課

住
所

　
郡
山
市
田
村
町
金
屋

年
齢

　
44
歳

　
補
正
予
算
に
含
ま
れ
る
重
要
な
部
分
は
認
識
し
て
い
る
が

当
該
企
業
へ
の
助
成
金
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
多
く
の
疑
問

が
出
さ
れ
て
お
り
反
対
し
ま
す
。

　
操
業
助
成
金
は
条
例
に
基
づ
き
申
請
さ
れ
た
も
の
で
、
跡

地
利
用
支
援
と
は
リ
ン
ク
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
賛
成

し
ま
す
。

25年度一般会計第４次補正予算

高
木
節
男	
議
員

論
討

反
対

岡
部
淳
一	

議
員

佐
藤
弘
信	

議
員

反
対

賛
成

賛
成 

５

反
対　
６

採
決

否
決

　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
町
と
し
て
生
活
環
境
の
整
備
、

福
祉
雇
用
対
策
が
実
施
さ
れ
将
来
に
備
え
た
積
み
立
て
も
行

わ
れ
て
お
り
賛
成
し
ま
す
。

佐
川
勇
司	

議
員

賛
成

審
議
議
案
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変更内容確認のため現地調査を実施

　
平
成
26
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
13
日
に
開
か

れ
、
幼
保
一
体
化
施
設
建
設
工
事
に
伴
う
、
工
事
請

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
が
、
変
更

内
容
に
疑
問
が
あ
る
と
し
て
会
期
を
14
日
ま
で
延
長

し
、
現
地
調
査
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
第
２
回
臨
時
会
は
３
月
20
日
に
開
か
れ
、
３
月
定

例
会
で
は
否
決
し
た
補
正
予
算
で
し
た
が
、
企
業
立

地
促
進
助
成
金
を
削
除
し
た
予
算
が
提
出
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第
１
回 

臨
時
会

第
２
回 

臨
時
会

全
員
協
議
会

26.３.２０

幼
保
一
体
化
施
設
建
設

工
事
の
変
更
契
約

25
年
度
一
般
会
計
第
４
次
補
正
予
算

 

Q 

児
童
の
安
全
・
安
心
を

第
一
と
す
る
施
設
な
の
に
、

な
ぜ
転
落
防
止
柵
や
手
す
り

が
当
初
設
計
に
入
っ
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

 

A 

当
初
は
不
要
と
考
え
て

い
た
が
、
現
場
協
議
の
結
果
、

安
全
上
必
要
と
な
っ
た
。

 

Q 

１
ｍ
あ
た
り
10
万
円
す

る
防
護
柵
、
同
じ
く
１
ｍ

６
万
円
の
手
す
り
と
は
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
。

 

A 

防
護
柵
に
つ
い
て
は
、

木
製
︵
樹
脂
加
工
︶
で
す
。

　
手
す
り
に
つ
い
て
は
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
樹
脂
被
覆
で
２

段
の
も
の
で
す
。

　
企
業
立
地
促
進
助
成
金
は
企
業
が
業
務
拡
大
の
た
め
投

下
し
た
資
金
に
対
す
る
も
の
で
、
育
成
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
削
除
し
た
予
算
に
反
対
し

ま
す
。

　
当
該
企
業
は
廃
校
跡
地
利
用
対
策
と
し
て
、
譲
渡
価
格

や
道
路
改
良
の
ほ
か
県
か
ら
の
補
助
金
も
交
付
さ
れ
る
な

ど
、
す
で
に
助
成
金
相
当
分
の
各
種
支
援
を
受
け
て
お
り
、

削
除
し
た
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

26.2.13

　
第
１
回
臨
時
会
前
に
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
26
年
度
の
主
要
67
事
業
と
、
幼
保
一
体
化
施
設

建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
主
要
事
業
で
は
町
公
民
館
の
改
修
計
画
、
町
民
第

一
体
育
館
の
改
築
計
画
に
関
す
る
、
施
設
の
配
置
や

規
模
、
利
用
計
画
に
対
し
質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

26.2.13 ～ 14

全
員
賛
成

採
決

可
決

緑
川
栄
一	

議
員

論
討

反
対

高
木
節
男	

議
員

賛
成

賛
成 

９

反
対　
２

採
決

可
決

審
議
議
案

審
議
議
案
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一
般
質
問
は
、
３
月
11
日
に
６
人
の
議
員
が
10
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
主
要
事
業
は

町
の
活
性
化
に
必
要
な
取
り

組
み
と
認
識
し
ま
す
が
、
内

容
確
認
の
た
め
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

佐
川　
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の

基
礎
事
業
は
今
後
ど
の
よ
う

な
構
想
か
。

町
長　
下
水
処
理
汚
泥
や
生

ゴ
ミ
な
ど
か
ら
発
生
す
る
、

メ
タ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る

発
電
で
売
電
や
熱
利
用
方
法

な
ど
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

佐
川　
古
殿
材
ブ
ラ
ン
ド
化

及
び
、
町
産
材
商
品
開
発
事

業
に
つ
い
て
、
林
業
活
性
化

に
期
待
が
か
か
る
取
り
組
み

は
。

町
長　
町
産
材
の
価
値
を
高

め
る
方
策
と
し
て
、
市
場
の

価
格
な
ど
調
査
し
、
製
品
開

発
も
視
野
に
地
域
材
ブ
ラ
ン

ド
確
立
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
ま
す
。

佐
川　
才
竜
内
石
神
線
は
交

通
量
も
増
加
し
、
重
要
路
線

で
あ
り
ま
す
が
、
近
年
落
石

が
数
か
所
発
生
し
危
険
と
思

わ
れ
ま
す
。
本
年
度
の
整
備

内
容
と
、
今
後
の
計
画
は
ど

う
か
。

町
長　
本
年
度
は
、
舗
装
の

打
ち
替
え
と
、
落
石
防
止
の

対
策
を
実
施
中
で
す
。
今
後

は
法
面
対
策
を
含
め
た
、
改

良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
他
の
落
石
箇
所
は
、

実
態
を
把
握
し
な
が
ら
対
策

し
ま
す
。

佐
川　
旧
愛
宕
団
地
の
跡
地

活
用
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

保
育
所
跡
地
の
活
用
と
し
て

冬
期
間
対
応
優
先
の
高
齢
者

向
け
集
合
住
宅
は
ど
う
か
。

町
長　
平
成
26
年
度
は
、
宅

地
分
譲
を
見
据
え
た
土
質
調

査
等
を
実
施
し
ま
す
。
保
育

所
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
ご
指
摘
の
内
容
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
検
討
し
ま
す
。

２６年度工事予定の才竜内石神線　堀越坂

一
般
質
問

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

26
年
度
新
規
事
業
の
構
想
は

町
の
活
性
化
に
向
け
調
査
検
討町長

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

今後の活用が期待される旧古殿保育所
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２
月
15
日
・
16
日
の
大
雪

で
町
内
に
も
、
50
㎝
・
70
㎝

と
い
う
豪
雪
地
並
み
の
降
雪

が
あ
り
、
昭
和
55
年
の
大
雪

害
以
来
の
大
雪
と
な
り
ま
し

た
。
他
県
や
県
内
自
治
体
に

お
い
て
も
、
通
行
止
め
等
に

よ
る
孤
立
や
、
立
往
生
が
起

き
て
生
活
弱
者
は
、
危
機
的

状
況
に
あ
っ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
町
に
お
い
て
は
町

当
局
及
び
、
建
設
業
者
の
献

身
的
な
ご
努
力
に
よ
り
、
大

事
に
至
ら
な
か
っ
た
事
に
安

堵
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
町
の
除
雪
体
制
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
現
在
の
町
の
除
雪
体

制
は
。

町
長　
平
成
25
年
度
の
除
雪

体
制
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11

月
25
日
に
町
内
建
業
者
12
社

と
町
直
営
及
び
各
業
者
担
当

路
線
の
割
り
振
り
等
の
打
合

せ
会
を
行
い
、
町
直
営
は
27

路
線
約
45
㎞
、
各
業
者
担
当

は
合
計
で
97
路
線
、
約

１
５
５
㎞
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
建
設
会
社
へ
の
借
り

上
げ
料
の
充
当
は
。

町
長　
各
業
者
と
契
約
し
て

い
る
建
設
機
械
借
り
上
げ
の

単
価
契
約
に
基
づ
き
、
作
業

代
金
を
お
支
払
し
て
い
ま
す
。

緑
川　
各
路
線
の
優
先
順
位

は
。

町
長　
一
級
町
道
、
二
級
町

道
等
、
重
要
幹
線
を
優
先
に

開
始
し
、
順
次
、
枝
線
に
つ

い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

ブルドーザーによる除雪作業

町所有のトラクターショベルでの作業

緑
みどり

川
かわ

　栄
えい

一
いち

 議員

町
の
除
雪
体
制
は

建
設
業
者
12
社
と

　
　
　
　  

町
直
営
に
よ
る
も
の

町
長

・
幼
保
一
体
化
施
設
に
つ
い
て

そ
の
他

質
の

問

大雪に威力を発揮するトラクターショベル
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原
発
事
故
収
束
の
見
通
し

さ
え
、
た
た
な
い
状
況
の
中

我
が
町
の
除
染
計
画
も
取
り

組
み
の
最
中
で
あ
り
、
25
年

度
に
は
住
宅
除
染
や
堆
肥
・

稲
わ
ら
の
仮
置
き
場
搬
入
な

ど
の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
年
に

入
っ
て
の
大
雪
で
は
大
変
な

状
況
が
続
き
、
計
画
の
進
捗

に
影
響
が
出
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
農
業
被
害

と
合
わ
せ
て
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

岡
部　
仮
置
き
場
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
設
置
及
び
堆
肥
・
稲

わ
ら
の
搬
入
状
況
。
ま
た
大

雪
の
被
害
や
影
響
は
な
か
っ

た
の
か
。

町
長　
県
補
助
を
活
用
し
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
を
３
棟
設
置
し

ま
し
た
。
搬
入
は
稲
わ
ら
は

完
了
し
ま
し
た
が
、
堆
肥
は

予
定
し
た
22
戸
の
う
ち
９
戸

の
完
了
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
残
る
13
戸
の
搬
入
と

搬
入
実
績
に
よ
り
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
１
棟
が
不
足
す
る
見
込

み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
県
と

26
年
度
の
実
施
に
む
け
協
議

し
て
い
ま
す
。

岡
部　
除
染
計
画
に
基
づ
く

今
後
の
対
策
。
取
り
組
み
内

容
は
何
か
。

町
長　
計
画
に
基
づ
き
町
が

実
施
す
る
除
染
は
森
林
を
除

き
本
年
度
で
終
了
し
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
町
内
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

岡
部　
大
雪
に
よ
る
施
設
及

び
農
作
物
の
被
害
状
況
、
被

害
に
対
し
て
の
支
援
体
制
は

具
体
的
に
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　
現
在
、
農
業
用
施
設

で
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
被
害
47
棟

山
菜
を
中
心
と
し
た
農
作
物

の
被
害
24
ア
ー
ル
、
酪
農
関

係
で
原
乳
５
０
５
キ
ロ
グ
ラ

ム
を
廃
棄
処
分
し
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
時
点
で
具
体
的
な
支
援

策
は
検
討
中
で
す
。

　
幼
保
一
体
化
施
設
ふ
る
ど

の
子
ど
も
園
が
、
こ
の
４
月

に
開
園
し
ま
す
。
施
設
建
設

に
お
い
て
は
様
々
な
問
題
点

も
発
生
し
ま
し
た
が
、
安
全

安
心
を
よ
り
充
実
し
た
形
に

す
る
努
力
が
は
か
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
開
園
す
る
子
ど

も
園
の
運
営
は
保
護
者
の
立

場
に
立
っ
た
運
営
が
望
ま
れ

ま
す
。
そ
こ
で
次
の
点
を
伺

い
ま
す
。

岡
部　
幼
稚
園
児
童
の
預
か

り
保
育
の
中
で
、
土
曜
日
等

も
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

き
と
思
う
が
、
出
来
な
い
と

す
れ
ば
理
由
は
何
か
。

町
長　
幼
稚
園
の
入
園
説
明

会
に
お
い
て
、
25
年
度
と
同

様
の
対
応
で
実
施
す
る
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

岡
部　
保
育
料
の
体
系
を
変

え
る
と
の
話
が
あ
り
ま
す
が

変
え
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う

に
変
え
る
の
か
。

町
長　
26
年
度
の
保
育
料
の

体
系
は
現
行
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

岡
部　
保
育
士
・
先
生
及
び

臨
時
職
員
の
配
置
は
ど
う
な

る
の
か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
１
５

３
人
の
子
供
が
利
用
す
る
予

定
で
す
が
、
正
職
員
10
人
臨

時
職
員
23
人
の
合
計
33
人
で

対
応
し
ま
す
。

岡
部　
給
食
費
の
徴
収
は
ど

う
な
る
の
か
。

町
長　
26
年
度
に
つ
い
て
は

現
行
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
料
は
現
行
ど
お
り

大雪により全壊したパイプハウス

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

・	

重
点
事
業
の
考
え
方
と

	

進
め
方

・	

介
護
保
険
給
付
内
容
変

	

更
へ
の
考
え
方
と
対
応

そ
の
他

質
の

問

除
染
計
画
の
実
施
状
況
及
び

　
　
　
　
　
　
　
雪
害
対
策
は

除
染
計
画
は
森
林
を
除
き
終
了町長

町
長

一 般 質 問一 般 質 問

幼
保
一
体
化
施
設
の
運
営
の
あ
り
方
は
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町
は
10
ヵ
年
を
区
切
り
と

し
た
振
興
計
画
を
策
定
し
行

政
運
営
の
指
針
と
し
て
い
ま

す
。

　

計
画
的
か
つ
持
続
的
な
町

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」

「
実
施
計
画
」
を
構
成
し
、

現
在
第
６
次
振
興
計
画
の
中

間
点
で
す
。
具
体
的
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
現
在
ま
で
の
経
過
と

計
画
の
重
要
性
・
役
割
に
つ

い
て
、
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。

町
長　
「
緑
と
人
が
響
き
あ

う
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
・

ふ
る
ど
の
」
を
基
本
理
念
と

し
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
各

種
行
政
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

佐
藤　
振
興
計
画
と
具
体
的

施
策
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

の
評
価
は
。

町
長　
基
本
計
画
に
お
け
る

現
況
と
課
題
解
消
の
た
め
に

実
施
計
画
で
あ
り
ま
す
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、

辺
地
計
画
に
基
づ
き
、
諸
政

策
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

佐
藤　
町
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
町
民
ニ
ー
ズ

等
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
振
興
計
画
策
定
に
あ

た
って
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
を

捉
え
施
策
に
反
映
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
時
代
に
あ
っ
た
施

策
を
進
め
ま
す
が
、
現
状
に

お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
観

点
か
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

鮫川沿いのサクラ

幼稚園　春の遠足

憩いの森で花見弁当

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

振
興
計
画
の
中
間
評
価
は

過
疎
・
辺
地
計
画
に
基
づ
き
施
策

の
実
現
に
努
め
て
い
る

町
長

一 般 質 問一 般 質 問
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農
家
労
働
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
が
い
な
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
耕
作
を
放
棄
し
た

土
地
や
有
害
鳥
獣
に
荒
ら
さ

れ
た
土
地
が
か
な
り
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
減
反
政

策
の
廃
止
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等

農
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

鈴
木　
耕
作
放
棄
地
は
何
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
る
の
か
。

町
長　
農
業
委
員
会
が
行
な

い
ま
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
再

生
可
能
な
農
地
が
72
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
再
生
利
用
が
困
難

と
見
込
ま
れ
る
面
積
は
75
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

鈴
木　
耕
作
放
棄
地
の
今
後

の
対
応
は
。

町
長　
農
家
の
意
向
を
確
認

し
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
よ

り
利
用
調
整
を
推
進
し
て
行

く
考
え
で
す
。

鈴
木　
有
害
鳥
獣
対
策
及
び

捕
獲
隊
員
へ
の
対
応
は
。

町
長　
捕
獲
隊
員
の
協
力
に

よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
や
捕
獲
の

ほ
か
電
気
牧
柵
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
捕
獲
隊
員
と
は
活
動
日
程

表
に
基
づ
き
連
携
を
図
っ
て

い
ま
す
。

鈴
木　
森
林
再
生
事
業
の
取

り
組
み
は
。

町
長　
全
体
計
画
を
作
成
中

で
す
が
、
26
年
度
は
戸
草
地

内
の
町
有
林
の
間
伐
を
行
い

ま
す
。

鈴
木　
県
の
森
林
環
境
税
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
。

町
長　
毎
年
５
０
０
万
円
余

り
が
交
付
さ
れ
、
25
年
度
は

チ
ェ
ン
ソ
ー
講
習
会
や
林
業

講
演
会
の
ほ
か
、
子
ど
も
園

に
県
産
材
を
使
用
し
た
机
椅

子
を
購
入
し
ま
し
た
。

鈴
木　
千
年
の
森
育
成
事
業

ピ
ー
ア
ー
ル
の
た
め
に
、
展

示
林
を
も
う
け
て
は
ど
う
か
。

町
長　
適
地
を
選
定
す
る
な

ど
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

＋鈴
木　
森
林
資
源
を
利
用
し

た
雇
用
の
創
出
と
、
具
体
的

な
町
の
活
性
化
対
策
は
な
に

か
。

町
長　
林
業
関
連
施
設
の
整

備
が
雇
用
の
創
出
に
関
連
し

町
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
所
有
者
へ
の

還
元
と
と
も
に
林
業
従
事
者

の
就
業
条
件
の
改
善
に
繋
が

る
仕
組
み
づ
く
り
も
重
要
不

可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
を

持
っ
て
い
ま
す
。

荒廃が進む農地

間伐により整備された森林

鈴
すず

木
き

　一
いち

郎
ろう

 議員

農
林
業
の
振
興
策
は

従
事
者
の
就
業
条
件
の
改
善
と

　
　
　
　 

仕
組
み
作
り
が
重
要

町
長

一 般 質 問一 般 質 問
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歴
史
的
に
は
、
人
口
増
加

と
と
も
に
拡
大
成
長
の
坂
を

上
り
続
け
て
き
ま
し
た
が
人

口
減
少
時
代
に
な
っ
て
、
高

度
経
済
成
長
期
の
逆
の
現
象

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
前
回
ま
で
は
、
人
口
減
少

が
多
く
の
課
題
を
投
げ
か
け

る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ

り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

税
収
に
対
す
る
予
想
な
ど
の

基
本
的
考
え
な
ど
を
伺
っ
て

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　
今
回
は
、
誤
解
が
な
い
よ

う
に
述
べ
る
と
、
私
は
人
口

減
少
が
続
く
状
況
を
好
ま
し

い
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
地
理
的
条
件
や

地
域
の
特
性
な
ど
か
ら
考
え

る
と
人
口
は
あ
る
水
準
ま
で

減
っ
て
下
げ
止
ま
り
し
、
定

常
人
口
で
推
移
し
て
い
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

高
木　
地
理
的
条
件
や
地
域

の
特
性
か
ら
定
常
人
口
の
推

測
を
ど
の
様
に
し
て
い
る
の

か
。

町
長　
ど
の
く
ら
い
の
人
口

で
減
少
が
静
止
す
る
か
の
予

測
は
難
し
い
が
、
人
口
減
少

は
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、

我
が
町
に
お
い
て
も
地
理
的

条
件
か
ら
人
口
減
少
は
続
く

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
木　
若
者
の
定
住
を
後
押

し
す
る
支
援
策
は
。

町
長　
快
適
な
生
活
環
境
を

求
め
る
若
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
に
は
、
安
定
し
た
雇

用
の
場
の
確
保
が
重
要
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
企
業

誘
致
や
既
存
企
業
の
支
援
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
木　
婚
活
支
援
策
の
新
た

な
取
り
組
み
は
。

町
長　
石
川
地
方
５
町
村
が

連
携
し
て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
お
り
、
次
年
度
も

継
続
し
て
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

高
木　
共
働
き
子
育
て
世
代

の
支
援
策
は
。

町
長　
費
用
負
担
の
面
か
ら

は
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
支

給
制
度
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
及
び
幼
稚
園
授

業
料
の
無
料
化
な
ど
が
あ
り

子
育
て
支
援
の
面
か
ら
は
幼

稚
園
で
の
預
か
り
保
育
事
業

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
及

び
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ

て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
が
あ
り
ま
す
。

高
木　
限
界
集
落
の
捉
え
方

と
支
援
策
は
。

町
長　
限
界
集
落
と
い
う
定

義
に
よ
る
社
会
的
共
同
生
活

の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
地
区
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
世
帯
、
高
齢
者
夫
婦

世
帯
が
増
え
て
い
る
状
況
に

お
い
て
は
、
現
在
行
っ
て
い

る
安
否
確
認
の
た
め
の
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
含
め

た
支
援
策
等
の
充
実
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

定
住
促
進
策
は

企
業
誘
致
や
既
存
企
業
の
支
援町長

一 般 質 問一 般 質 問

町の中心　竹貫地区商店街

町営住宅　横小路・池ノ内団地
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常任委員会の活動
総
務
常
任
委
員
会

子
ど
も
園
・
仮
置
き
場
等
を

視
察
調
査

堆肥仮置き場・繰越工事等を視察調査

　
開
園
が
間
近
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
園
の
建
物
内
部
及
び

堆
肥
・
稲
わ
ら
な
ど
の
搬
入
・
保
管
状
況
確
認
の
た
め
仮
置

き
場
の
視
察
調
査
を
産
業
建
設
常
任
委
員
会
と
合
同
で
行
い

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
後
、
付
託
さ
れ
た
請
願
１
件
の
審
査
を
行
っ
た
。

　
繰
り
越
し
工
事
が
見
込
ま
れ
て
い
る
馬
場
橋
架
設
工
事
や

幼
保
一
体
化
施
設
建
設
工
事
及
び
敷
地
造
成
工
事
の
ほ
か
、

農
業
系
汚
染
廃
棄
物
処
理
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
を
調
査
し

担
当
者
か
ら
進
捗
状
況
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仮
置
き
場
を
視
察
し
汚
染
廃
棄
物
の
管
理
状
況
を

確
認
し
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
後
、
繰
り
越
し
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、
施
工

業
者
へ
の
早
期
着
工
と
指
導
監
督
、
適
切
な
発
注
と
管
理
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
と
と
も
に
、
付
託
さ
れ
た
請
願
１
件

の
審
査
を
行
っ
た
。

子ども園ホールを合同調査

仮置き場（堆肥）視察・調査

産業建設常任委員会
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鬼面かぶって福は内

少子・高齢化に伴い人口減少が急速に進み、その対策の一環として特に子
育て支援対策として、従来から子ども誕生祝い金の支給が制度としてあり
ましたが、条例を改正して支給を第２子からとするなど拡充されました。

Q　平成25年12月一般質問から
こども誕生祝い金の増額はテーマ

A　町長答弁

町政における人口減少対策は。

２子目誕生祝い金の支給など、子育て支援の拡充を行います。

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.25

現		行 改正後
第２子 な		し → 10万円
第３子 30万円 → 30万円
第４子以降 30万円 → 50万円
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み ん な の ペ ー ジ

家族で紅葉狩りへ

こたつを囲んで家族団らん

「ふれあい日本語教室」でディズニーシーへ

　中国の吉林省出身の明子さんと平成11年４月に結
婚しました。
　まもなく長男祐太君が生まれ、今年３月には小学校
を卒業しました。
　明子さんは、日本に来た当初は周囲の環境に慣れる
までの間、運転手をしている孝一さんの車に一緒に
乗っていたそうです。
　また、仕事も初めは家で内職をしていましたが、今
では町内の会社に勤務し、運転免許も取得して車で通
勤する毎日です。

発
行
：
古
殿
町
議
会
　
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

〒
963-8304 福

島
県
石
川
郡
古
殿
町
大
字
松
川
字
新
桑
原
31

ＴＥＬ 0247－
53－

4621・
FAX 0247－

53－
4511

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

http://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/

　来日当初は不安もいっぱいありましたが、家族や近
所の方、会社の仲間からいろいろなことを教えてもら
い、また心配ごとも相談にのってもらうなどして今日
にいたっています。
　おしゅうとの二三四さんに炊事の手ほどきを受けま
したが、はじめの頃は中国風の辛い料理が多く日本の
味付けになれるまで少し時間がかかったそうです。
　これからの夢は、祐太君の成長を楽しみに頑張って
行きたいとのことでした。

　現在、町には１９組の国際結婚者がおり、こ
うした外国人花嫁を対象に「ふれあい日本語教
室」を開催し簡単な日常会話の修得と、家族同
士の交流・親睦を深める町外研修などを定期的
に行っています。

町の取り組み

“町政を知るよい機会”
議会を傍聴してみませんか

次回の
定例会 ６月中旬

今回紹介するのは、

国際結婚をした三森孝一さん の家族です。
Ｎｏ.18

次回の
定例会 ６月中旬


